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東京都出身。1994年に札幌へ移り住む。切り絵のほかにもさ
まざまな作品を手がけている。97年には切り絵作家「三苫　
麻由子」として個展を開催。さらに江差町、留萌市など道内
各地で交流を深める作品を発表。2003年、京都で個展を開催。
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今月の表紙
冬の知床を幻想的に染め上げる光のショー
知床ファンタジア2014オーロラファンタジー
知床ファンタジアは、1958年（昭和33年）
に知床の夜空に現れた本物のオーロラの感
動を何とか再現したいという想いと、冬の
オホーツクの海に押し寄せる流氷と厳しい寒
さを楽しんでしまおうという発想で始まった
冬の知床の人気イベントです。メインとなる
「オーロラファンタジー」は、麦ワラをいぶし
た煙のスクリーンにレーザー光線を投影し天
空に漂うオーロラを再現、ダイナミックな音
響とレーザーが織りなす幻想空間を創り出し
ます。流氷で日本酒を熟成させる知床限定の
「流氷囲い」展示、「流氷神社」の設置、「知
床流氷太鼓」の演奏、オホーツク大使にも
任命されている「laufen（ラウフェン）」のラ
イブ、オシンコシンの滝のライトアップなど、
期間中には盛り沢山のイベントが予定されて
います。開催期間は 2 月 5 日から 3 月12日
まで。会場は知床ウトロ温泉流氷自然公園
特設会場。詳細は http://www.shiretoko.
asia/または知床斜里町観光協会（0152）
22-2125まで。
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